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目的 

 本報告では、架橋後のシマ（沖縄県今帰仁村古宇利島）が否応なく空間秩序の再編を迫られるなかで、祭

礼の実施にあたってどのような困難を抱えることになったのかを論じたい。その目的は、人々の架橋後の応

対を通して、架橋という地理的変容が、シマにとってどのような出来事であるのかの一端を明らかにするこ

とである。現代において、孤立状況や過疎状況を回避し、積極的に外部と「繋がる」こと、「接合」すること

が概して追求されている。しかし地域社会に地理的孤立状況と不可分の自立（自治）条件があるとすれば、

祭礼の実施を糸口として、その一端を探ってみたい。 

 

背景 

 離島振興法（昭和28年制定）の目的には、忌憚なく「本土より隔絶せる離島の特殊事情によりくる後進性

を除去するため」と記されたが、ここでいう「隔絶性」が海上交通優位の社会でなくなってからのことであ

るのは、1960 年代にも宮本常一が指摘するところである（宮本 1969：32）。離島振興法の制定以後、日本

では現在までに91の島が架橋によって「離島」をやめているが、一方で架橋という出来事が島をどう変えて

しまうのかについても議論が蓄積されてきた（スコット2013；前畑2013；Baldacchino 2017；関2004）。と

りわけ前畑は、架橋によって自家用車の 24 時間往来が可能となることで、「住民個々の島内での行動領域が

総じて縮小していることから、必然的に人々を包み込んでいる島在来の生活空間は、そのスケールが『狭小

化』した状態」（前畑2013：114）がもたらされたことを指摘している。本報告も、架橋を境にひっきりなし

に訪問者が離島に往来するようになり、島民には「常識」であったシマの空間秩序や認識が、どのように脅

かされるようになったのか考察することになる。そもそもなぜよそ者であり、長期間滞在するわけでも居住

するわけでもない訪問者が、シマの空間秩序を侵害してしまうのだろうか。 

 

事例分析の概要 

 本報告における「祭礼の危機」とは、架橋と同時にシマが招くことになった訪問者の、新たな空間認識や

空間利用である。とりわけ恒常的に流入するようになった他者（観光客）が、祭礼の遂行に阻害的な作用を

もたらす侵害には、大きく分けて 2 つある：①祭祀空間の侵害と②祭礼周期の侵害である。古宇利島には神

が常在する空間としての 7 つのウタキに加えて、神屋、アシャギなどの祭祀空間がある。このような空間に

関与するには、シマ独自の規範に従うことが求められてきた。しかしひっきりなしに流入する観光客には、

それを伝える機会がない。また、そのような規範は特定の空間にのみ偏在するのではなく、シマにいるから

には全島民が例外なく周期的に従うべきものも存在してきた。本報告ではこのような常時流入する訪問者を

傍らに、シマの人びとが祭祀空間や周期的規範を、どのように維持しようとしてきたのか、その実践を明ら

かにする。この実践を通して、シマというひとつの生活空間が、開く局面と閉じる局面、双方の必要性を保

持してきたことを指摘したい。 
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